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J76a ガンマ線バースト偏光検出器 GAP を用いたGRBの偏光測定
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ガンマ線バースト (GRB)は非常に激しい時間変動を伴い、短時間で大量のガンマ線を放射する宇宙最大規模
の爆発現象である。GRBのガンマ線放射のメカニズムとして、相対論的速度で運動する電子が磁場に巻きつくこ
とによるシンクロトロン放射が考えられている。シンクロトロン放射で放射される光は磁場に垂直方向に偏光す
るため、磁場が揃っているならば強く偏光すると期待される。そのため、ガンマ線の偏光観測がGRBの放射メ
カニズム解明の手がかりとなる。
我々の開発した、GRBのガンマ線偏光測定に特化した検出器 (GAP:GAmma-ray burst Polarimater) は 2010

年 6月から運用を行い、運用開始から約 1年で 20例以上のGRBの観測に成功した。
本講演では、観測した 20例以上のGRBの中から、現在解析を行っている、明るい 4つのGRB(GRB100715A、

GRB101014A、GRB101123A、GRB110301A) についてモンテカルロシミュレーションを用いて解析を行った結
果を示す。また、上記の 4つの GRB以外にも講演までに解析できたいくつかの GRBについても、最新の解析
結果を報告する。解析の結果それぞれのGRBで偏光度がどの程度の優位性で検出できたか議論し、GAPの観測
データからGRBの放射機構解明の手がかりを探す。


